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能勢町在宅介護実態調査概要書（案） 

1. 調査の概要 

調査期間 令和 8年 3月 23日～令和 8年 4月 22日 
調査方法 郵送による調査票の配布・回収 
調査対象者 介護保険要支援・要介護認定者(介護保険施設入所者、及び、介護保険サービス利用

実績のない者を除く) 
調査対象者数 ４８６ 
有効回答数 272 
回収率 57.2％ 

2. 調査対象者および世帯の基本属性 

調査対象者の年齢は「75歳以上」が 88.6%を占めており、在宅介護を受ける高齢者の高齢化が顕著で

す。性別は女性が62.5%、男性が 37.1%となっています。要介護度については「要支援２」が 25.7%でも

っとも多く、次いで「要支援１」が 22.4%、「要介護２」が 17.6%となっており、第 9期調査と比較して「要支

援２」と「要介護２」の割合が増加しています。世帯類型としては「夫婦のみ世帯」が 35.7%で最も多く、第 9

期から 7.9 ポイント増加しています。次いで「その他の世帯」が 33.1%、「単身世帯」が 29.0%となっていま

す。 

3. 家族介護の実態と介護者像 

家族介護が「ある」と回答した割合は

全体の65.4%にのぼり、第 9期調査か

ら 12.0 ポイント増加しています。 

 

 

主な家族介護者は「子」が 44.4%、「配偶者」が 38.8%となっていますが、介護度が重い「要介護3～5」

においては「配偶者」が主たる介護者となる割合が61.5%に達しています。家族介護者の性別は女性が

66.3%と多くを占めています。

 

 

 

38.8%

44.4%

9.0%

1.7%

2.2%

2.8%

1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

第10期 (N=178)主な介護者

61.5%

28.2%

5.1%

2.6%

0.0%

0.0%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

要介護3～5 (N=39)主な介護者

65.4%

53.4%

31.3%

41.1%

3.3%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第10期

(N=272)

第9期

(N=399)

家族介護の有無

家族介護あり 家族介護なし 無回答
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介護者の年齢は全体では「60歳未満」が 30.9%で最も多いものの、「要介護3～5」の重度層を介護し

ている方に限ると「70歳代」が 35.9%で最多となっており、重度化に伴い介護者自身も高齢化する「老老介

護」の実態が表れています。 

 

 

家族介護者が行っている介護の内容は、「外出の付き添い、送迎等」が 72.5%で最も多く、次いで「その

他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が 69.1%、「食事の準備（調理等）」が 66.3%となっています。 

 

  

30.9% 26.4% 25.3% 16.9% 0.6% 0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第10期

(N=178)

家族介護者の年齢

60歳未満 60代 70代 80歳以上 わからない 不明

17.9% 25.6% 35.9% 20.5% 0.0% 0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

要介護3～5

(N=39)

家族介護者の年齢

60歳未満 60歳代 70歳代 80歳以上 わからない 不明

14.6%

14.6%

12.4%

22.5%

18.5%

27.5%

21.9%

72.5%

45.5%

25.3%

15.2%

66.3%

69.1%

64.0%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

(食べる時)

入浴・洗身

身だしなみ

(洗顔・歯磨き等)

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、

送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

(経管栄養、ストーマ等)

食事の準備

(調理等)

その他の家事

(掃除、洗濯、買い物等)

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

第10期 (N=178) 介護者が行っている介護 （複数回答）
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4. 介護負担と仕事との両立（介護離職） 

介護者が不安に感じる介護内容として、「夜間の排泄（25.8%）」や「入浴・洗身（24.7%）」が上位に挙が

っています。特に「夜間の排泄」に対する不安は第9期から 11.2 ポイント増加しており、介護者の身体的・精

神的な負担が増大していることがうかがえます。 

 
また、介護者の勤務形態は「働いていない」が 45.5%である一方、「パートタイム（21.3%）」と「フルタイム

（19.7%）」を合わせると 4割以上の方が働きながら介護を行っています。 

 

しかし、仕事と介護の両立において、主な介護者が「仕事を辞めた（転職除く）」割合が7.3%存在してお

り、とりわけ「要支援」の段階において離職割合（9.6%）が最も高くなっています。 

22.5%

25.8%

9.6%

24.7%

3.9%

7.9%

11.2%

24.2%

11.8%

21.9%

3.9%

10.1%

12.9%

10.1%

6.2%

9.0%

2.8%

13.6%

14.6%

5.2%

23.0%

4.2%

7.0%

13.1%

29.6%

10.8%

29.6%

7.0%

15.5%

8.9%

8.0%

2.8%

4.7%

3.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

入浴・洗身

身だしなみ

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

食事の準備

その他の家事

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

介護者が不安に感じる介護

第10期 (N=178) 第9期 (N=213)

（複数回答）

19.7% 21.3% 45.5% 0.6% 12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第10期

(N=178)

介護者の勤務形態

フルタイムで働いている パートタイムで働いている 働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない 無回答
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男女別に見ると、男性介護者の離職割合（10.0%）が女性介護者（5.9%）を上回っており、経済的基盤の

喪失リスクが顕在化しています。就労を継続している場合でも、要介護度が重くなるにつれて労働時間を調

整するなどの工夫を余儀なくされており、就労継続を難しいと感じる割合が増加しています。 

 

  

7.3%

1.1%

0.6%

0.0%

64.0%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

主な介護者が仕事を辞めた

(転職除く)

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた

(転職除く)

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

第10期 (N=178) 介護のための離職の有無 （複数回答）

10.0%

3.3%

1.7%

0.0%

58.3%

5.0%

5.9%

0.0%

0.0%

0.0%

65.3%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

主な介護者が仕事を辞めた

(転職除く)

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた

(転職除く)

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

《主な介護者の男女別》介護のための離職の有無

男性介護者 (N=60) 女性介護者 (N=118)

（複数回答）
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5. 傷病と支援サービスのニーズ 

調査対象者が抱えている傷病は「認知症」が 24.6%で最多となっており、第 9期調査から 18.8 ポイント

増加しました。 

 

 

必要な支援サービス（介護保険以外）としては、「外出同行（通院、買い物など）」が 23.9%でもっとも多く、

次いで「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 20.2%と、移動手段の確保に対するニーズが示されてい

ます。 

11.0%

16.9%

8.5%

7.4%

2.9%

16.9%

2.2%

12.1%

24.6%

5.9%

3.7%

18.8%

21.7%

7.3%

7.8%

2.8%

12.3%

2.3%

3.8%

7.0%

15.8%

5.8%

15.8%

3.8%

8.3%

4.8%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20% 22% 24% 26%

脳血管疾患

(脳卒中)

心疾患

(心臓病)

悪性新生物

(がん)

呼吸器疾患

腎疾患

(透析)

筋骨格系疾患

(骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等)

膠原病

(関節リウマチ含む)

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病

(パーキンソン病を除く)

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患

(視覚・聴覚障害を伴うもの)

抱えている傷病

第10期 (N=272) 第9期 (N=399)

（複数回答）
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また、施設等の入所検討状況について、「入所・入居を検討している（12.9%）」と「すでに入所・入居申し込

みをしている（10.7%）」を合わせると 2割強が入所への意向を示しており、「要介護 1～2」以上の層に限る

とその割合は4割近くに達します。 

 

 

施設入所の意向と各課題のクロス集計から、在宅生活を断念する理由として、施設入所意向がある層は、

意向がない層と比較して、「認知症」を抱える割合が大きく（43.8%対 20.0%）、実際に行っている介護とし

て「認知症状への対応」を挙げる割合高いです（42.6%対 20.7%）。また、不安に感じる介護として「日中の

排泄（34.0%対 19.8%）」や「夜間の排泄（34.0%対 24.1%）」が高く、さらに必要な支援として「掃除・洗濯

（31.3%対 10.0%）」や「調理」「配食」といった日常の家事支援のニーズが高い特徴があります。 

9.6%

6.3%

10.3%

9.2%

8.1%

17.3%

8.8%

9.6%

8.5%

5.9%

44.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物

(宅配は含まない)

ゴミ出し

外出同行

(通院、買い物など)

移送サービス

(介護・福祉タクシー等)

見守り、声かけ

サロンなどの

定期的な通いの場

その他

利用していない

第10期 (N=272) 介護保険以外の支援・サービスの利用状況 （複数回答）

66.2% 12.9% 10.7% 10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第10期

(N=272)

施設等の入所の検討状況

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している すでに入所・入居申し込みをしている 無回答

57.3% 20.2% 18.0% 4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

要介護1～2

(N=89)

施設等の入所の検討状況

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している すでに入所・入居申し込みをしている 無回答
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11.1%

19.4%

11.1%

8.3%

3.3%

16.7%

2.8%

14.4%

20.0%

6.1%

3.9%

16.7%

25.6%

12.5%

10.9%

3.1%

4.7%

1.6%

17.2%

1.6%

7.8%

43.8%

6.3%

3.1%

25.0%

15.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）

施設入所の意向別 抱えている疾病

施設入所の意向なし (N=180) 施設入所の意向あり (N=64)

12.1%

11.2%

8.6%

24.1%

15.5%

24.1%

19.0%

75.0%

45.7%

20.7%

18.1%

69.0%

75.0%

65.5%

17.0%

17.0%

14.9%

17.0%

17.0%

34.0%

27.7%

70.2%

48.9%

42.6%

8.5%

66.0%

68.1%

68.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助(食べる時)

入浴・洗身

身だしなみ(洗顔・歯磨き等)

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応(経管栄養、ストーマ等)

食事の準備(調理等)

その他の家事(掃除、洗濯、買い物等)

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

施設入所の意向別 主な介護者が行っている介護

施設入所の意向なし (N=116) 施設入所の意向あり (N=47)
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6. 第 10期計画策定に向けた考察と検討課題 

本調査結果から、第 10期計画において重点的に取り組むべき課題が浮き彫りになりました。 

① 家族介護者の高齢化と「老老介護」への支援強化 

高齢夫婦のみ世帯などで高齢の配偶者が介護を担うケースが増加しており、特に夜間の排泄や入浴介助

が負担となっています。在宅生活の継続のためため、ショートステイや夜間対応型サービスの拡充など、介護

者に休息（レスパイト）を提供する仕組みの構築が必要です。 

② 「介護離職」の未然防止 

要支援などの比較的軽度な段階から介護離職が発生しており、男性の離職による世帯の経済的困窮も懸

念されます。地域包括支援センター等の専門職による早期介入や仕事と介護の両立支援体制の強化が求め

られます。 

③ 認知症の急増への対応と在宅医療体制の確保 

要介護 1～2の段階から認知症患者が急増しており、重度層の介護者が最も不安に感じるのも「認知症

状への対応」です。認知症特有の症状に対する専門的なサポートや、訪問診療を含めた在宅での医療・介護

のネットワークの深化が不可欠です。 

④ 「移動支援」および「介護保険外サービス」の拡充 

家族介護者の大きな負担は「外出の付き添い・移動支援」であり、乗合タクシー等の移送支援が必要で

19.8%

24.1%

7.8%

23.3%

4.3%

8.6%

12.9%

27.6%

11.2%

20.7%

4.3%

12.9%

15.5%

9.5%

34.0%

34.0%

8.5%

29.8%

4.3%

8.5%

10.6%

19.1%

14.9%

29.8%

4.3%

6.4%

8.5%

14.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時)

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等)

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ

食事の準備（調理等)

その他の家事（掃除、洗濯、買い物

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

施設入所の意向別 主な介護者が不安に感じる介護

施設入所の意向なし (N=116) 施設入所の意向あり (N=47)
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す。さらに、施設入所意向を高めている要因が、日々の「家事負担」です。高まる施設入所意向から、在宅生

活の限界点を引き上げるためには、要支援などの早期の段階から、配食やゴミ出し、掃除といったインフォー

マルな「介護保険外サービス」を地域全体で整備・提供し、家族の負担を社会全体でシェアしていく互助の

仕組み（生活支援体制整備事業等）を確立することが重要です。 

 


